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倣ヒ。主トシテ、内國醫事 誌ニ登載サ
ラレタル論著及ビ實 ヲ各科ヲ分チテ悉
皆漏ラサズ抄録シ。加フルニ、各科名家
ノ論説。外國醫事誌ニ登載サラレタル論
著及ビ實 中特ニ診 ?ニ治療ニ關スル
モノヽ抄録。内外學會紀事。新藥及ビ新
器械。内外新刊書籍等ヲ掲載シ。以テ、
熱心ナル研究家ニハ文籍穿索ノ便ヲ與
へ、多忙ナル實地家ニハ一見醫界ノ趨勢
ヲ知ルノ益ヲ與フルヲ主旨トス。」
とある（原文ママ）。当時ドイツでさかんに
刊行されていたZentralblatt（中央雑誌）とり
わけ医事領域のものに倣って医学中央雑誌を
発刊したこと、国内の医事雑誌に掲載された
論著や実験を各科に分けて収録すること、外
国の論著や実験も役立ちそうなものは収録す
ること、その他の情報も集め、研究家にも臨
床家にも役立つものを意図したことが読み取
れる。
３．雑誌からデータベースへ
1981年、「医学中央雑誌将来計画検討委員
会」が設置された。発刊当時の1903年の収載
データ数は1,886件だったが、1981年には年間
20万件に達しようとしていた。膨大になった
文献量を迅速に処理するためには、機械編集
への切り替えが必須との結論が出た。1983年、
大日本印刷に委託し、電算処理による機械編
集に移行した。大日本印刷に蓄積されたデー
タは、1991年にリリースされた医中誌CD、
2000年にサービスが開始された医中誌Web
の基本データとなった。
このように、読み物としての雑誌から、検
索するためのデータベースへと変化した。
?．「医学中央雑誌にみる恩賜財団済生会100
年」について
１．目的
2010年、済生会図書室担当者・図書購入担
当者をメンバーとする済生会図書室連絡会が
発足した。また、翌年2011年５月30日は済生
会が創設されて100年という節目であった。そ
こで、済生会図書室連絡会の有志で、設立か
ら現在までの済生会の業績をまとめることと
した。これが本研究「医学中央雑誌にみる恩
賜財団済生会100年」である。
調査した業績は、新たな100年に向けて、医
療および医療情報提供サービスの質的向上を
目指す資料とする。
また、本研究は、国内最大の医学論文デー
タベースである医学中央雑誌を用いることに
よる検索スキルの向上も狙いとした。
２．方法
1903年から1982年分は医学中央雑誌（冊子
体のハンドサーチまたはデジタルアーカイ
ブ。８巻から413巻）、1982年から現在分は、
医中誌Webを検索する。検索したデータを
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抽出・分析し、時系列の年表を作成し、考察
を加える。
３．医学中央雑誌に掲載された済生会
2011年５月、予備調査として冊子体のハン
ドサーチを実施した。当時はまだデジタル
アーカイブが公開されていなかったため、医
学中央雑誌刊行会にて冊子体を利用させてい
ただいた。初期の医学中央雑誌は著者索引が
なく、地道にページをめくる作業となったが、
その中で、済生会に関する記事が掲載されて
いるページを発見した。いくつかを次に挙げ
る。
⑴ 済生勅語
104号（1911年２月20日発行）の雑報に掲載
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/
1733725/58）（図５）。
⑵ 済生会設立
117号（1911年９月５日発行）の雑報に掲載
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/
1733738/56）（図６）。総裁に伏見宮貞愛親王
殿下、会長に桂太郎、副会長には山縣有朋、
井上馨、西園寺公望、大隈重信、板垣退助、
澁澤栄一ら、そのほか北里柴三郎や森林太郎
の名も見える。北里柴三郎は医務主管に任じ
られた。
⑶ 診療規程
139号（1912年８月５日発行）の雑報に掲載
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/
1732993/64）（図７）。東京市の診療規程であ
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る。済生会で診療を受けたい者は、警察署や
区役所で治療券の交付を受け、それを持って
診療所へ行くこと、診療所は治療券を毎月取
りまとめ、済生会に提出することなどが定め
られている。済生会病院第１号である神奈川
県病院が設立されるのは1913年のことであ
る。1915年に芝病院（現・東京都済生会中央
病院、初代院長は北里柴三郎）、1916年に大阪
府病院（現・大阪府済生会中津病院）が開設
した。
この号は、元号が大正にあらたまった後に
発行されたもので、明治天皇への哀悼や、大
正天皇の勅語も掲載されている。
⑷ 救療患者数
199号（1915年２月５日発行）の雑報に掲載
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/
1733055/47）（図８）。半年で済生会が救療し
た患者数が記載されている。
４．今後の予定と課題
冊子体での調査は、昭和期の検索を続ける。
Web版での調査は、検索式の確定が必要とな
る。済生会という名称がついているが社会福
祉法人恩賜財団済生会ではない施設や、社会
福祉法人恩賜財団済生会が運営しているが済
生会の名称がついていない施設があるためで
ある。後者の例として、公立病院の運営を済
生会に委託、あるいは指定管理者として管理
させている施設のケースがある。済生会の施
設の変遷も併せて確認し、年表を作成する。
冊子体の医学中央雑誌がデジタル化された
ことで、所蔵する施設に出向く手間がなく
なった。しかしデジタルアーカイブは誌面の
画像を公開しているため、テキスト自体の検
索はできない。古いテキストは旧字体で成っ
ているため、データ化するのは容易ではない
とも聞いたが、将来は創刊号まで遡及して医
中誌Webで検索できるようにする計画との
ことで、心待ちにしている。
?．おわりに
本研究で、創刊110年をこえる医学中央雑誌
が我が国の医療史をひもとくための重要な資
料であることを再認識した。東京大空襲後の
およそ１年の休刊を除きたゆまず続刊してき
たこと、資料を戦火から守りぬき現代の我々
に受け継いできたこと、先人の恩恵は計り知
れない。
済生会は、終戦後GHQの意向で生活保護
法が成立し、困窮者対策は国の責任で行うこ
ととなり存立基盤を失い資金の道を断たれる
など、解散の危機に何度か見舞われながらも、
設立以来「施薬救療」の理念を現在まで貫き
続けている。
両者の歴史の重みを受け止めながら、本研
究を完成させていきたい。
本稿執筆にあたり、NPO医学中央雑誌刊
行会の松田真美様より貴重な情報をいただい
たことを感謝いたします。
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